
効果の波及に係る取組み
について

資料⑦



阪堺線（堺市内区間）の今後の支援の方向性について（第１０回懇話会資料より）

支援策による利用者増加や阪堺電軌の自助

努力により、収支改善は図られているが、

阪堺線（堺市内区間）の早期の自立・再生

を図る必要がある。

併用軌道区間の軌道改修が概ね完了し、

安全性の確保が図られているが、安全性

を継続的に向上していく必要がある

今後は専用軌道を中心に老朽化対策を継続し、

阪堺線（堺市内区間）の更なる安全性向上をめざす。

阪堺電軌の更なる自助努力を促しながら、阪堺線

（堺市内区間）の早期の自立・再生をめざす。

支援策の効果で、阪堺線沿線の沿線活性化

に一定寄与しているが、支援効果を沿線だ

けでなく、市全体に波及させる必要がある。

関連施策との連携や協働を推進し、市全体

への効果の波及をめざす。

「更なる安全性の向上」

「阪堺線（堺市内区間）の早期の自立再生」

「市全体への効果の波及」
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・中間検証の結果と市民意見や学識経験者からの指摘事項などを踏まえ、基本的に今までの支援策の方向性を踏襲しつつ、より

一層の支援の目的の達成に向け、「更なる安全性の向上」「阪堺線堺市内区間の早期の自立再生」「市全体への効果の波及」

の3つの観点で進める。



効果の波及に係る最近の取組み状況について
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・効果の波及に係る取組みとして、関連団体との協働や連携などを行っている。

項目 実施状況 主体者 実施時期

経済波及効果 阪堺線への支援等による経済波及効果
公益財団法人堺都市政策研
究所

令和元年7月

各種イベント等

浜寺ローズカーニバル 浜寺公園振興協議会 令和元年5月

路面電車まつり 阪堺電気軌道株式会社 令和元年6月

堺チン電の会による会員向けの講演会
未来へつなごう！堺チン電
の会

令和元年6月

ちん電マップ第７弾の発行 企業組合HUCA・C 令和元年4月



阪堺線への支援等による経済波及効果
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・利用者拡大策・運行継続に必要な経常的経費への支援（年間2億円上限）

・高度化、老朽化対策のための支援（10年間で30億円）

実績額：2,683,937（千円） ※国費含む

実績額：1,668,053（千円）

実績額：4,351,990（千円）

・阪堺線への支援等に関する投資は、堺市内において、投資額の1.5倍を上回る経済波及効果（増加利用者ベース）を生み出して

いる。

・全利用者ベースでは、投資額の3倍を上回る経済波及効果を生み出している。

●阪堺線への支援額（平成22年度～平成30年度）

●堺市における阪堺線への支援等による経済波及効果額

■公益財団法人 堺都市政策研究所にて、阪堺線への支援等による経済波及効果を算出

9年間の経済波及効果 年間平均経済波及効果

増加利用者ベース 約7,899,000（千円） 約879,000（千円）

全利用者ベース 約15,770,000（千円） 約1,754,000（千円）



・浜寺公園で開催された第42回浜寺ローズカーニバルにおいて、堺チン電の会による阪堺線のPRを行った。

関連団体との協働「浜寺ローズカーニバル」

開催日 令和元年５月１９日（日）

場 所 浜寺公園

・堺チン電の会による絵はがき等販売、記念写真撮影、

ペーパークラフトの塗り絵等を実施。

主催：浜寺公園振興協議会
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絵はがき



・阪堺電車我孫子道車庫で開催された第21回路面電車まつりにおいて、堺チン電の会による阪堺線のPRを行った。

関連団体との協働「路面電車まつり」

開催日 令和元年６月８日（土）

場 所 阪堺電車 我孫子道車庫

・堺チン電の会による絵はがきや注染手拭い等のグッズ販売。

注染手拭い
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主催：阪堺電軌



関連団体との連携「堺チン電の会による会員向けの講演会」
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・堺チン電の会による会員向けの講演会（モ１６１形９０年）が開催された。

日 時 令和元年６月２６日（水）

場 所 株式会社 福井

テーマ 「モ１６１形９０年」



ちん電マップ第７弾の発行

・岸田委員が中心となり「ちん電マップ第７弾」が平成31年4月に発行された。
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